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 第Ⅲ章 合意形成や情報発信に向けた取組 

１．合意形成や情報発信に向けたイベントの開催 

本節では、合意形成や情報発信に向けて今年度実施したイベントの開催目的及び総括

について整理した。各イベントについては、次節２及び次々節３で詳述する。 
 
（１）イベントの開催目的 

これまで、地権者や県民・市民を主な対象として、県民フォーラムやＰＲキャラバン、

ワークショップ等による合意形成・情報発信についての取組を行ってきた。しかし、そ

の対象者は、跡地利用を含めたまちづくりに対する関心が高い人々が主となっており、

その他の県民・市民や若年層への情報発信が不足していたと考えられる。 

今年度実施したイベントでは、若い世代やこれまで以上に幅広い層への情報発信を目

的に、跡地利用計画を広く周知するイベントを２つ開催した。 

イベント１においては、宜野湾市民、特に将来の跡地利用の担い手となる「若い世代

（特に子どもたち）」をターゲットとし、小中学校の夏休み期間に宜野湾市民図書館での

体験型の展示イベントを開催した。 

イベント２においては、これまで跡地利用計画に関する情報に触れる機会の少なかっ

た県民・市民をターゲットとし、県内最大級の住宅展示会「沖縄県トータルリビングシ

ョウ」への出展を行った。 

また、両イベントでは、来場者に対してアンケート調査を実施し、広く県民・市民の

意見聴取を行った。 

   

（２）イベント全体の総括 
今回のイベントを通して、普天間飛行場の規模や歴史について、よく知らない県民・

市民が多くいる印象を受けた。今回と同様のイベント（これまで蓄積してきたＶＲ、Ｐ

Ｖ等のコンテンツを活用）を、さらに幅広い県民・市民へ情報を発信するとともに、気

運醸成を図る必要があると考える。 

コンテンツとしては、来場者自らが操作しながら「未来のまち」を映像で具体的な跡

地利用イメージを感じることのできる「イメージＣＧまちあるき体験コーナー」が、特

に子どもたちに好評であり、イベント２においては、それが親子同伴での来場につなが

ったものと思われる。 

今後は、イベント１でターゲットとした小中学生以外の若い世代への層の拡大等、別

のターゲットの設定や、県民・市民が多く集まるイベント等への参加・出展等、イベン

トの開催場所や開催時期についても戦略的に検討する必要がある。また、イベント等が、

単発的な開催になってしまわないよう、イベントが開催されていない時期についても、

既存のホームページ以外で継続的な「普天間未来予想図」の情報発信を行う機会を設け

ることも今後検討する必要があるものと考えている。 
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２．跡地利用計画についてのイベント（その１） 

本節では、イベント（その１）の目的、概要及び結果概要について整理した。 
 
（１）イベントの企画 実施目的 

宜野湾市民、特に将来の跡地利用の担い手となる「若い世代（特に子どもたち）」が跡

地利用に関心を持ち、未来を想像して自由な発想や提案をする機会をつくることを目的

とした。 

具体的には、これまでに制作してきたＶＲ、ＰＶ等のコンテンツを活用した体験展示

の内容で構成し、若い世代の積極的な参加を促した。また、開催時期は夏休み期間中と

し、自由研究の課題や家族友人との話題になるよう設定した。 

 

（２）開催概要 
（２）－１ 開催概要 

開催日時及び場所は、以下のとおりである。 

【開催日時】平成 30年８月 12日（日）〜19日（日）※14日休館 ＜７日間＞ 

10：00～19：00 ※13日（月）のみ 17：00終了 

【開催場所】宜野湾市民図書館 ２階カルチャーホール及び会議室 

 

（２）－２ 展示内容 

イベントの展示は、以下に示す配置とし、各コーナーのテーマ及び展示内容は次ペー

ジに示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅲ－１ イベント（その１）会場全体図 
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コーナー１ テーマ：普天間飛行場、その地の魅力 

□現在の普天間飛行場は、かつて、人々が暮らし、営んでいた。その当時の集落の

様子を展示。 

□地形による風の流れや、緑の配置、下水の流れをうまく使った集落の様子を伝え

る原風景模型（解説パネル含む）を展示。 

■展示項目：原風景模型/映像（過去のＰＶから）／パネル ７枚 

コーナー２ テーマ：普天間飛行場がまちになったら 

□普天間飛行場がまちになったら、みんなの暮らしがどのように変わるかの問いか

け。 

□経済効果や人口増加などのデータ、「緑の中のまち」にすることでの環境づくり

など、未来の生活がどのように変わるのかを感じていただく展示。 

■展示項目：映像（過去のＰＶから）／パネル ２枚 

コーナー３ テーマ：未来のまちを歩いてみよう 

□普天間未来予想図で描く未来のまちの様子を、イメージＣＧ（ＶＲ=仮想現実）に

として制作。 

□「未来のまち」のアニメーション映像で、子どもたちが歩くように体験。それぞ

れ特徴をもった３つのコースで、クイズの答えを探しながら、コントローラーを

使って、まちを巡る。 

■展示項目：操作可能なＣＧ映像 ３種    

コーナー４ テーマ：未来のまちに望むことは 

□シアター映像と展示・体験をして、感じたことなどをアンケート調査。 

（詳細はアンケート報告参照） 

■スタンプラリー（４か所）：展示室において、小学生向けに楽しみながら会場を

回れるよう開催。また、アンケートの回収増につなげるためスタンプ用紙はアン

ケートを兼ねた。 

 

コーナー（会議室） テーマ：未来のまちシアター 

□イメージＣＧ（ＶＲ=仮想現実）を見ながら、「未来のまち」の魅力のポイントを

伝えるシアター。子どもたちがどんなところに興味をもち、何を期待するのか。

子どもたちの感覚を、跡地利用計画の参考にすることも兼ねたプログラム。 
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（２）－３ 周知方法 
（２）－３－１ チラシ・ポスター 

 宜野湾市内の小中学生を中心に市民に関心を持ってもらうため、市内全小中学校 13 校

にチラシを送付し、夏休みの自由研究の題材として活用していただくよう、校内での周

知を依頼した。また、市内の児童センターや公共施設など計 17か所と市内 23の自治会

には、チラシとポスターを直接持ち込み、市民や各自治会の町内の方への周知を依頼し

た。 

 

①告知チラシ （A４版 両面） 

 

②告知ポスター（B２版／A３版 片面） 
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（２）－３－２ パブリシティ（ニュースリリース）  

地元ミニコミ誌のイベント・催事の紹介ページにリリースし、県民・市民への周知を

図った。 

①レキオ（琉球新報発行タブロイド版フリーペーパー 毎週木曜日発行県内全域） 

８月９日掲載 あまくま情報局面 

②週刊ホームプラザ（沖縄タイムスとセット配布 女性向けタブロイド版  

フリーペーパー 毎週木曜日発行 県内全域） 

８月９日掲載 インフォメーション面 

 

（２）－３－３ 県内主要紙やラジオによる周知 

新聞掲載、ラジオ放映、ホームページへの掲載により、県民・市民への周知を図った。 

①沖縄タイムス（県内全域） 

８月 12日掲載 

②琉球新報（県内全域） 

８月 19日掲載 文化面 

③ラジオ県民室 

８月 ８日 琉球放送   11：55‐12：00 

８月 14日 ラジオ沖縄  11：50‐11：55 

８月 14日 エフエム沖縄 12：55－13：00 

④沖縄県及び宜野湾市のホームページ内での掲載 

 ７月下旬～８月中旬 
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（３）開催報告 
（３）－１ 来場者数および実施の様子 

・今回は、平日の天候の不安定の影響からか、来場者数が伸び悩んだと思われる。 

夏休み期間中だったが、来場が土日に集中した。その影響からか、土日は保護者と同

伴の幼児・低学年が多かった。 

・来場時間帯は、午前中から 16時くらいまでで、それ以降は少なかった。 

・今後の開催日程の検討にあたっては、不特定多数のファミリー層を対象とする場合は

土日祝日（時間帯は午前中から 16時まで）としたほうがよいと思われる。 
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図書館来館者 イベント来場者 来場率 

73 
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59 51 
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0 

58 
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30 

18 
6 

0

80

10：00～ 11：00～ 12：00～ 13：00～ 14：00～ 15：00～ 16：00～ 17：00～ 18：00～ 

時間別来場者数 
小学生まで 中学生以上 

日程

天気

備考

子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計 子供 大人 計

10：00～ 24 15 39 12 6 18 3 5 8 4 5 9 1 7 8 21 8 29 8 12 20 73 58 131

11：00～ 3 5 8 5 2 7 0 2 2 1 1 2 8 3 11 8 7 15 11 6 17 36 26 62

12：00～ 9 6 15 9 6 15 2 1 3 2 1 3 7 9 16 5 5 10 5 7 12 39 35 74

13：00～ 3 3 6 2 1 3 2 4 6 4 12 16 1 2 3 13 8 21 6 10 16 31 40 71

14：00～ 1 5 6 4 2 6 3 4 7 1 1 2 22 8 30 9 5 14 19 15 34 59 40 99

15：00～ 5 5 10 11 7 18 3 2 5 13 8 21 3 1 4 4 6 10 12 13 25 51 42 93

16：00～ 6 6 12 0 0 0 3 4 7 2 1 3 2 2 4 7 11 18 9 6 15 29 30 59

17：00～ 0 1 1 2 2 4 0 0 0 5 4 9 1 2 3 17 9 26 25 18 43

18：00～ 0 5 5 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6

合計 51 51 1 0 2 43 24 6 7 18 25 4 3 27 29 5 6 49 36 8 5 68 52 1 2 0 87 78 1 6 5 343 295 6 3 8

図書館来館者

（入場口計測延数）

イベント来場者

図書館来館者

8/19(日) 合計

曇り時々晴れ 雨のち曇り 雨（台風） 雨 晴れ 晴れ 晴れ

8/12(日) 8/13(月) 8/15(水) 8/16(木) 8/17(金) 8/18(土)

1,235 916 856 968 792 883 1,006 6,656

・オープニングセレモニー ・内閣府視察　17時まで ・AM高校野球興南戦

16.40% 9.60%8.30% 7.30% 5.00% 5.80% 10.70% 13.60%

表Ⅲ－１ イベント（その１）日別・時間別来場者数 
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①平成 30年８月 12日 オープニングセレモニー 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
②展示室での体験風景 
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③シアターでの様子 
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（３）－２ アンケート結果 

・来場者のアンケート記入率は、平均で 78％と高かった。 

・図書館利用者のうち、イベント会場への来場者は積極的かつ熱心に学習する姿が見受

けられ、学習意欲が高いと感じた。 

・子どもが母親と同伴で来場するケースが多く、女性の割合が６割弱と高くなった。 

 

アンケートの取得方法は、まず受付

にてアンケート用紙を配布した（来場

者全員）。次にシアターで鑑賞後、ま

たは、展示会場での体験後に記入して

いただき、退場時に受付にて回収し、

その特典としてクリアファイルを贈

呈した。 
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8/12（日） 8/13（月） 8/15（水） 8/16（木） 8/17（金） 8/18（土） 8/19（日） 

来場者数とアンケート回収数（人） 来場者数 アンケート回収数 

市内 

358人 

71% 

県内 

103人 

20% 

県外 

11人 

2% 

未記入 

33人 

7% 

在住地 

男性 

186人 

37% 

女性 

289人 

57% 

未記入 

30人 

6% 

男女比 

アンケート 来場者数 アンケート回収数 回収率

8月12日 日 102 70 69%

8月13日 月 67 56 84%

8月15日 水 43 35 81%

8月16日 木 56 43 77%

8月17日 金 85 61 72%

8月18日 土 120 94 78%

8月19日 日 165 146 88%

合計：回収率平均 638 505 78%

表Ⅲ－２ イベント（その１）アンケート回収状況 
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・幼児または低学年層の親子連れの参加が多く見られ、夏休みの宿題の参考になるこ

とをアピールできたと思われる。（子どもは低学年で親世代は、30 代〜40代） 

 ・図書館２階の学習室の利用者（主に小学生）の来場もあった。（イベント会場と同

フロア） 

・当初目的とした対象のひとつである中学生については、うまく集客できなかったと

感じている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

幼児（2〜5才） 

38人 

8% 

子ども 

（6〜15才） 

240人 

50% 

若者 

（16〜20代） 

23人 

5% 

大人 

（30代〜50代） 

144人 

30% 

高齢者 

（60代以上） 

18人 

4% 

未記入 

14人 

3% 

年齢構成 
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設問１ 
 

 

・緑の多さを挙げる人が圧倒的に多かった。シアター映像視聴、ＶＲ体験、パネル展示、

ＰＶ視聴が影響を与えたことも考えられる。 

・低年齢層のアンケートが３分の１を占めている。 

概ね「緑」「平和」「楽しい」「安心安全」など、明るい未来志向の意見が多かった。 

・原風景模型などで昔の生活の様子を知ったことでの驚きや、かつての風景の保存につ

いての興味関心は、各年齢層ともに高かった。 

・「安心・安全」においては、“子どもが遊べる、散歩ができる”など子どもに関連した

併記が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

0 20 40 60 80 100 120

働く場 

公共施設 

エコ/涼しさ 

学ぶ場 

国際交流 

商業施設 

文化・スポーツ 

観光 

高齢者障害者配慮 

豊かな経済/最先端/世界に誇れる 

都市/ビル 

公園がある 

伝統的建物や街並み 

笑顔/仲良く 

人に優しい/ゆったり 

子育て配慮 

遊び場がある 

暮らしやすさ 

心地よさ/きれい 

公共交通/渋滞解消/道路整備 

人が集まる/賑やか/元気/楽しい/明るい 

安心安全/平和/基地がない 

自然/緑/水 

幼児（2〜5才） 子ども（6〜15才） 
若者（16才〜20代） 大人（30〜50代） 
高齢者(60才以上） 

未来のまちはどんなまちになったらいいと思いますか？ 

【集計方法】：キーワードを抽出し集計 
 ①自由記述からキーワードを複数抽出 
 ②類似するキーワードはひとつにまとめた 
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設問２ 
 

 
・土や水など、「緑」、「自然」に関するもの、またそれに付随する「動植物・昆虫」

などの意見が、幼児・子どもたちから多かった。 

・「ディズニーランド」、「ユニバーサルスタジオジャパン」など、具体的なテーマパ

ークを明記した子どもが多かった。 

・「大きなプール」、「ドーム（イベント会場・野球場）」、「大きな公園」など、広

いところで思いっきり遊びたいとの併記が多かった。 

・大人は、「公共交通・整備された道」など、移動に関する対策を挙げているが、子ど

もたちは、乗り物として「空飛ぶ車」、「電気自動車」、「ロボット」を挙げている。

これらの意見は、日常の環境（渋滞に対する意識の表現を想定）改善を求めているも

のと思われる。 

〈その他特記すべき回答〉 

・物より若者のチャレンジを応援する土壌（精神性も含め）がほしい。 

・何かモニュメント（象徴）となるものがほしい。 

・親子で一緒に楽しめるところがほしい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ホテル/温泉/宿泊施設 

学校 

沖縄らしいもの/昔の風景 

タワー/高層ビル 

安全/のんびりできる/涼しいところ 

病院/健康施設 

みんなが集まるところ 

大型イベント施設 

住宅/働くところ 

エコ施設/避難場所/情報通信環境 等 

動物園/植物園/水族館 

学べるところ/図書館/美術館/博物館/資料館 

商業施設/複合施設/映画館/シアター 

遊べる場所 

公共交通（鉄軌道）整備された道/環境にやさしい… 

プール/他スポーツ施設/アウトドアレジャー 

公園/広場 

遊園地/テーマパーク 

緑/自然/農業/菜園/水辺/湖 

幼児（2〜5才） 
子ども（6〜15才） 
若者（16〜20代） 
大人（30代〜50代） 
高齢者（60代以上） 

 未来のまちには何がほしいですか？ 

【集計方法】：キーワードを抽出し集計 
 ①自由記述からキーワードを複数抽出 
 ②類似するキーワードはひとつにまとめた 
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設問３ 
 

 

・「遊びたい」、「楽しみたい」が最も多かったのは、他のキーワードとの併記が多かっ

たためと思われる。 

・「遊ぶ」の併記としては、スポーツや遊園地、公園や自然、家族や友だちと一緒が多

かった。 

・「楽しみたい」の併記としては、「遊ぶ」と同意であるとともに「買い物」や「のんび

り・ゆったり」も含まれていた。 

・年齢問わず、「住み続けたい」、「未来のまちに住みたい」などの意見も寄せられた。 

〈その他特記すべき回答〉 

・「ものづくり」のまちなど、特徴のあるまちになってほしい。 

・働いている人も、家族や大切な人と過ごす時間を多く持てる環境となってほしい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100 120

お金持ち 

まだわからない 

子育て 

モノづくり/科学 

渋滞や車のない生活/便利な乗り物 

動物とふれあう 

町について考える/発信 

明るく/快適/楽しく幸せ 

人や社会の役に立つこと 

静かな暮らし/穏やかな生活 

未来を体験したい 

学びたい 

安心安全・平和・普通の暮らし 

コミュニケーション/国際交流 

買い物/グルメ 

仕事・働く 

住みたい/暮らしたい/家を建てたい 

自然/緑の中で森林浴 

趣味/旅/自由な行動 

のんびり/リラックス/癒し 

散歩/スポーツ 

遊びたい/楽しみたい 

幼児（2〜5才） 子ども（6〜15才） 
若者（16〜20代） 大人（30代〜50代） 
高齢者（60代以上） 

 未来のまちで何をしたいですか？ 

【集計方法】：キーワードを抽出し集計 
 ①自由記述からキーワードを複数抽出 
 ②類似するキーワードはひとつにまとめた 
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イベントの感想 
・参加した人から好評を得られ、満足度も高かった。 

・この場所の歴史について、“初めて知った”、“驚いた”、“知って良かった”などの意

見が多かった。 

・年齢問わず、未来のまちへの「夢・期待」が高かった。 

・他の人にも広めて欲しい（周知方法など含め）、イベントの継続への期待が多かった。 

・ＶＲ/模型、映像による視覚化、わかりやすさ、体験による伝達は、好評でかつ有効

的であったものと思われる。 

〈その他特記すべき回答〉 

・１つのイメージだけではなく、たくさんのイメージを募集して、みんなでどんなまち

がいいか考えられる場所があったらよい。 

・都市開発のコンセプトや全体イメージがあまり分からなかった。 

・跡地の利用は、だれがきめるのか？どういう基準で跡地につくったほうがいいものを

選ぶのか？が知りたかった。 

・返還後のまちづくりについて、過去の様子や自然資源を生かしていこうという考えが

分かって良かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

0 20 40 60 80 100

難しかった 

宿題の参考になった 

資料が多くて良かった 

大人が楽しめた 

可視化されてよかった 

スタンプが面白かった 

模型がよかった 

またやってほしい 

もっと周知してほしい 

いろいろ知ることができた 

映像がよかった 

わかりやすかった 

画期的/いいイベント/満足 

未来がイメージできた 

勉強になった 

宜野湾市/普天間基地を知ることができた 

歴史を知ることができた 

未来を考える機会になった 

ＶＲ体験が面白かった 

未来に期待/夢が膨らんだ 

子どもが楽しかった/面白かった 

幼児（2〜5才） 子ども（6〜15才） 
若者（16〜20代） 大人（30代〜50代） 

【集計方法】：キーワードを抽出し集計 
 ①自由記述からキーワードを複数抽出  ②類似するキーワードはひとつにまとめた 
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アンケート用紙 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【アンケート用紙】自由記述方式（スタンプラリー台紙）を兼ねる） 
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（３）－３ シアター映像を見た感想 

シアター会場で記入していただいた意見（フリーアンサー）をカテゴリー別に以下の

とおりまとめた。 

 

①飛行場移転について 
・移設されるのに時間がかかるので、それまでにもっと色々考えて、みんなが楽しい町

にできたらいいと思った。 

・現実は連日連夜離陸時の爆音が苦しいです。それに対して何もできず…夢見ることを

忘れている。 

・ヘリの音で夜うるさくなくなれば、それでいい。 

・私有地を取り戻せた人が、しっかりとプライベートを保てる環境があってほしい。 

・普天間飛行場がなくなって、暮らしや学びの中心になったら本当にすてき。 

・新たな雇用の創出や沖縄の活性化が実現できるよう願っている。 

・まず、普天間飛行場があるととても不安だが、それがなくなるだけでとても平和にな

り、みんなが安心するとおもう。 

・飛行場がなくなる日をはやく実現させてほしい。 

 

②まちづくりについて 
・とてもすごい未来の町です。世界中の人々も来て欲しい。 

・公園や生活する人が便利な施設が沢山あるのがいい。 

・伝統と多様性の基で、イノベーションをおこす「まちまーい」を作ってほしい。 

・未来の町を見てみて、とても楽しそうだなぁと思った。行きたいなぁと思った場所は

いっぱいあったけど、その中でも、キレイな水の公園に行きたいと思った。 

・素晴らしい！ しかし、絵に描いた餅にならない様に！計画は緻密に。 

・もうちょっと家が多くて、お店や働く場所がほしい。 

 

③暮らし方について 
・赤ちゃんから高齢者まで、幅広い方達が楽しく、安心して過ごせるまちになるといい。 

・子どもたちみんなが楽しく安全に遊べる場所。 

・子育てにも優しい環境を！ 

・ゴミもなく、人もたくさんいていい町。 

・沖縄に観光客が増えるし、自分も行ってみたい。 

・自然、未来、歴史文化が共存し「未来の子ども」たちに沢山の刺激を与えてくれそう。 

・安全で住みやすいところになってほしい。 

・自然が身近にあって静かに暮らせる町（昔ながらの平屋がいいな）。 

・未来のまちは、子どもからお年寄りまで、全ての人々が幸せに暮らせる場所であって

欲しい。 
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④歴史について 
・琉球の歴史と異文化を知ることができる場所として発展していくと面白いかと思う。 

・歴史もしっかり残しつつ、緑の多い暮らしやすい未来になってほしい。 

・普天間飛行場についての資料館のようなものは、残して欲しい。なくなるのは嬉しい

けど、そこに至るまでの歴史が知れたらいい。 

・沖縄の文化をみんながわかるようにするのはいい。 

・平和記念資料館もあって、これまでの現状を残し伝えられればいい。 

 

⑤緑のまちについて 
・地元の人も集まれる、緑豊かな場所になってほしい。 

・自然が豊かで平和になってほしい。 

・緑や水を生かしたまちは、ステキだと思う。 

・緑がたくさんあって、とても住みやすそう。 

・緑が多くて、過ごしやすそう。 

・ビルなどがたくさん建っても、緑を残していった方がいいと思う。 

・とにかく緑がいっぱいあって素晴らしい！本当にこのようになるといい。 

 

⑥エコについて 
・建物が沢山できるのはいいが、地球温暖化のことも考えた、エコな町づくりができる

といい。 

・未来への希望がわくＣＧでした。安心安全でクリーンエネルギーを使ったまち！ 

・太陽光発電、充電。 雨水を活用。 

 

⑦交通について 
・自転車道の整備等、きちんとして欲しい。 

・モノレールなどできるだけ車を使用しなくても移動できる手段があるといい。 

・街の中に路面電車があったらいい。 

・松並木の長いメインストリート。路面電車が主な交通になったらいい。 

 

⑧まちの機能について 
・ピクニック、いろんなスポーツができること。 

・遊園地がある楽しい所。 

・世界中から人々が集まる町なので、その国の文化や行事などを体験できる施設ができ

るといい。 

・もうちょっと家が多くて、お店や働く場所がほしい。 

・水遊びがたくさんできるところができたらいい。 

・青空マーケットがあるのがいい。 

・桜がキレイ、学ぶ場所もあっていいなあ。 

・何かあったときに、大きな建物の避難場所。 
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・自然が沢山の公園 大きな映画館 遊園地。 

・桜並木がすごくよかった。もしできたら是非お花見に行きたい。 

・ホテルから沖縄のキレイな海がみえるのはポイント高い！ 

・商業施設など市としても税収を得られる施設が必要。 

・公民館や地域の人々が交流できるような場所もあるとよい 

・農業（畑・ハウスなど）の姿があった方がいい、土で生産する姿。消費に偏らないで

ほしい。 

 
（４）まとめと今後の課題 
（４）－１ 来場者の反応 

・歴史（昔の宜野湾）においても、未来のまち（未来予想図）においても「知って良か

った」という満足度は高かった。 

・事前に知ることなく立ち寄った来場者の滞留時間が長かったことからも、「知る機会

をつくる活動」を行うことが、県民・市民の興味を高めるものと考えている。 

・普天間飛行場の歴史（戦前の生活、飛行場になった理由等）と、返還後の未来予想図

を比較して伝えることで、市民（今回は、子どもと 30 代〜40 代）には、驚きや期待

の反応が見られた。 

 

（４）－２ 意見聴取について 
・今回のアンケートは、自由記述のみとしたため、単に選択肢を選ぶのではなく、今ま

でとは違う視点で、市民の生の声「キーワード」が集まった。 

・今後、対象や設定を変えながら、継続することで、多くの県民・市民の幅広い意見聴

取と興味を喚起させることが期待できる。 

 

（４）－３ 内容について 
・今回、不特定多数の県民・市民を対象に開催したイベントとして、直接市民が見て、

触れて、体験してもらえる機会を含め、多くの収穫を得られた。 

・今回は、原風景模型とＶＲによるゲームという手法を使い、情報を知識として発信す

ることに留まらず、体験する（体を動かす、触れる、試す、感じる等）ことで市民自

ら考え、意識を高める機会を提供できた。 

  

Ⅲ-18



  第Ⅲ章 ｜ 合意形成や情報発信に向けた取組 

 

（４）－４ 今後の検討課題 

・周知の徹底 

 ※告知方法の拡充、出展イベントの選択 

・体験型コンテンツの充実 

・定性的な県民・市民の意見の収集 ※定量的なものと併せても可 

・対象年齢層の拡大 

今回の重点対象とした幼児、子どもという低年齢層に対しては、引き続き啓発活動を

続けるとともに、もう少し 10 代後半・20 代の年齢層にもアプローチすることで、より

幅広い啓発と動向が確認できる。 

今後も、県民・市民に対して、体験しながら、よりわかりやすい情報発信活動を継続

する。それらの活動は、県民・市民が「自ら考えるきっかけ」と捉え、幅広い意見の収

集をしていくことが、地権者等の合意形成に向けた気運の醸成につながる、と考える。 

 

  

Ⅲ-19



  第Ⅲ章 ｜ 合意形成や情報発信に向けた取組 

 
（５）展示物 
（５）－１ パネル （実寸サイズ：B1） 

①みんなの家は 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②普天間飛行場のこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③くらべてみよう普天間飛行場 今・昔 
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④普天間飛行場 ここはどんなところ （シマの基層） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤模型でわかる地形と緑を活かした集落のようす 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑥模型でわかる昔の集落のようす（旧宜野湾集落） 
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⑦模型でわかる昔の集落のようす（神山集落） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧基地がまちになればこんなに変わる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨未来のまちのキーワード 緑の中のまち 
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（５）－２ ＶＲ体験コーナー説明パネル（実寸サイズ：A3） 

  コース１ 
   訪れたくなるまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コース２ 
   暮らしたくなるまち 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コース３ 
   働きたくなるまち 
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（５）－３ シアター映像 画コンテ（約 8分） 

今までに作成したＰＶを再編集し飛行場跡地にこんなまちができたら、というイメー

ジをできるだけわかりやすくまとめた。またシアター観賞後にアンケートについて答え

るためのきっかけの役割も果たすことも企図した。さらに展示コーナーへの導入（イン

トロ）の役割も果たしている。 

 

No 時間 映像 ナレーション 

00 

3秒 

/3秒 

  

01 

32秒 

/35秒 

  これから、みなさんといっしょに、 

普天間飛行場の未来のまちを 

想像してみましょう。 

ここでは、地形や樹林 

地下に流れている水、 

暮らしていた人たちの生活や 

知恵を活かした 

新しいまちをイメージしてみました。 

まずは、あのタワーまで行ってみましょう。 

02 

9秒 

/44秒 

 ゴールデンシャワーの並木道。 

ここはまちのメインストリート。 

 

03 

9秒 

/53秒 

 タワーに登ってみましょう。 

展望台から、西海岸が見えてきました。 

 

04 

4秒 

/57秒 

 タワーの麓には 

池のある大きな公園。 
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No 時間 映像 ナレーション 

05 

7秒 

/1分 04秒 

 世界中から、 

たくさんの人たちが集まってきています。 

06 

15秒 

/1分 19秒 

 公園のイメージをちょっと変えてみましょう。

建物や緑の配置をかえると、こんなふうになり

ます。 

07 

7秒 

/1分 26秒 

 他のところにも、目を向けてみましょう。 

スタジアムとアリーナが見えてきました。 

 

08 

6秒 

/1分 32秒 

 アリーナの入口に降りてみましょう。 

09 

8秒 

/1分 40秒 

 多くの人が集い 

楽しそうにおしゃべりしています。 

10 

7秒 

/1分 47秒 

 では、タワーに戻り 

アリーナの左側に目を向けてみましょう。 
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No 時間 映像 ナレーション 

11 

8秒 

/1分 55秒 

 ちょっと変わった青い屋根が見えます。 

横の広場に降りてみましょう。 

12 

9秒 

/2分 4秒 

 広場の水上ステージ、 

イベントをやったら楽しそうですね。 

13 

9秒 

/2分 13秒 

 となりでは青空マーケットが開かれています。 

沖縄の野菜や果物であふれています。 

14 

10秒 

/2分 23秒 

 風通しのいい空中庭園。 

ここからも海岸が見渡せます。 

15 

11秒 

/2分 44秒 

 タワーの展望台に戻りましょう。 

更に見渡すと 

東海岸も見えます。 

下に降りて、街並みを歩いてみましょう。 

16 

16秒 

/3分 00秒 

 ここは、並松街道。 

昔、琉球王国の王様も通った 

琉球松の並木道をイメージしています。 

17 

17秒 

/3分 17秒 

 近くには、歴史公園があります。 

琉球王国時代から引き継がれた 

沖縄の文化を体験できます。 
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No 時間 映像 ナレーション 

18 

17秒 

/3分 34秒 

 少し歩くと、馬場公園があります。 

昔このあたりにあった集落では、 

馬を競わせたり、闘牛をしたり、みんなの楽し

みの場があちらこちらにありました。 

そんな風景をイメージした公園です。 

19 

8秒 

/3分 42秒 

 湧き水を活かした水辺の広場。 

20 

8秒 

/3分 50秒 

 昔、集落の行事や生活で使われていたカーを、

そのまま残しています。 

21 

15秒 

/4分 05秒 

 地下の水の道にそって、小川が流れています。 

     

10秒 

/4分 15秒 

 緑と水にあふれた未来のまちのイメージです。 

23 

7秒 

/4分 22秒 

 未来のまちには、 

みんなが暮らす住宅もあります。 

24 

8秒 

/4分 30秒 

 涼しい風を送り出す木々の横には、 

石垣に囲われた、戸建て住宅。 
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No 時間 映像 ナレーション 

25 

5秒 

/4分 35秒 

 こちらは集合住宅 

26 

8秒 

/4分 43秒 

 家々の間には、木々や花々があふれ、 

そこでは子どもたちが遊んでいます。 

27 

7秒 

/4分 50秒 

 まちの中の住宅は、 

低い建物だとこんなふうに見えます。 

28 

9秒 

/4分 59秒 

 高層マンションにするとこんな風に見えます。 

いろいろイメージを膨らませてみましょう。 

29 

6秒 

/5分 05秒 

 住宅街を通り抜けると 

広場が見えてきました。 

30 

7秒 

/5分 12秒 

 散歩をしたり、ピクニックをしたり、 

憩いの場となります。 

31 

 16秒 

/5分 28秒 

 大きな災害の時には、 

みんなの避難場所にもなります。 

心地良い風を取り込み、安全で安心して暮らせ

る未来のまちのイメージです。 
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No 時間 映像 ナレーション 

32 

10秒 

/5分 38秒 

 未来のまちは、世界中から働く人が 

集まって来るまち。 

 

 

33 

22秒 

/6分 00秒 

 働く場所を覗いてみましょう。 

34 

14秒 

/6分 14秒 

 働く場所の周りにも、沢山の緑があります。 

35 

10秒 

/6分 21秒 

 あれ？なんか変わった建物。 

 

36 

7秒 

/6分 28秒 

 植物を育てているようですね。 

何を作っているのでしょうか。 

37 

5秒 

/6分 33秒 

 次は、学ぶ場所を見てみましょう。 

 

38 

4秒 

/6分 37秒 

 ここにも、緑がいっぱい。 
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  第Ⅲ章 ｜ 合意形成や情報発信に向けた取組 

 
No 時間 映像 ナレーション 

39 

 6秒 

/6分 43秒 

 世界中から学生が集まっています。 

40 

 4秒 

/6分 51秒 

 楽しむ場所を見てみましょう。 

41 

8秒 

/6分 59秒 

 ここは、桜並木。 

日本一早くお花見ができますね。 

42 

3秒 

/7分 02秒 

 ホテルを覗いてみましょう。 

43 

7秒 

/7分 09秒 

 屋上のプールからは 

海を眺めながら、楽しむことができます。 

44 

34秒 

/7分 43秒 

 世界中から人々が集まり、暮らし、働き、学び、

楽しむ 

そんな、普天間飛行場の未来のまち。 

みなさんも、想像してみませんか。 

45 

5秒 

/7分 48秒 
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